
［RMAN］による 

制御ファイルが損傷した時のリストアとリカバリ 

ノーアカイブログモードで運用している時のリストアとリカバリ 
 

 

 

１．RMAN接続 

rman  target  / 

 

 

２．データベースのノーマウント 

RMAN>  STARTUP  nomount  ; 

 

 

３．コントロール（制御）ファイルのリストア 

RMAN>  RESTORE  CONTROLFILE  ; 

 

 

４．データベースのマウント 

RMAN>  STARTUP  mount  ; 

 

 

５．データベースのリストア 

RMAN>  RESTORE  DATABASE  ; 

 

 

６．データベースのリカバリ 

RMAN>  RECOVER  DATABASE  ; 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

制御ファイルをリストアしたので、通常のリカバリではデータ

は制御ファイルのバックアップ取得時までのリカバリが行われ

る。 

リカバリ無しなので、現状のデータがそのまま使われる 

RMANの RECOVERコマンドには、 

USING  BACKUP  CONTROLFILE  UNTIL  CANCEL  

オプションは、無い。 

アーカイブ Redoログやオンライン Redoログが不足して、最

新状態までの復元が不可能な場合には、SET  UNTIL文を使用

した不完全なリカバリで対応する 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．データベースのオープン 

RMAN>  ALTER  DATABASE  open  { resetlog }  ; 

 

 

制御ファイルをリストアしたので、通常のリカバリではデー

タは制御ファイルのバックアップ取得時までのリカバリが行わ

れる。 

最新状態までのリカバリを行うためには、RECOVER  

DATABASE  USING  BACKUP  CONTROLFILE  

UNTIL  CANCEL  を行う必要がある。 

 


